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産地・環境を考慮した農産品・食品の分析報告書
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62※CCCMKホールディングス㈱では、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

本年委託事業の目的について

産地・環境を考慮した農産物・食品に対して、
消費を促すための情報発信ポイントを把握し、かつその代表格たる有機農産物・食品のビジ
ネス視点でのニーズ・受容性を把握することで、今後の普及につながる要因を明確にし、
ステークホルダー（1次生産者・関係事業者など）に対し、チャンス度の高いニーズポイントをご提供し
ます。

出典 ：委託事業に関するキックオフ面談より抜粋
（22年10月4日実施面談 農林水産省 食育課・農環課様・CCC参加）

消費者視点の情報発信ポイント

下記２つの視点を一気通貫で、消費者のオケージョン（行動に至る要因）を定量化することにより、

上記目的の達成を目指しました。

有機農産物・食品のニーズ・訴求点

手法（接点メディア、表示・陳列方法などのコンテンツ）

関心のない層の訴求ポイントの重みづけ

階層別の消費の動向

潜在需要（値上の受容点など）

当該農産物・食品は高額で買えないという意向が強い若者
では、どのようなニーズを充たせばいいのか、といった課題

海外のように実生活ニーズに紐づいた市場形成・商品開発・
プロモーションを実現するために、短期的には有効な訴求、中
長期的には生活者の意識醸成を促す必要があるという課題
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報告書の総括 ～需要促進のためのポイント～

ノンユーザー
大きなライフスタイル転換
など同調圧力が必要

プロユーザーとエントリー
ユーザーの「回遊」をいかに

生じさせるか

４
将来価値・メリットが
明確なら実行したい

２
関心が

芽生え始めた

３
やや関心があり
たまに実行している

１
無関心・関心
が弱い

５
関心があり
実行している

忙しくて余裕がない 子育て期に関心復活 ３から維持・発展 パイオニア層関心持ち始め

選択率 ３２％ 選択率 ３４％ 選択率 １２％ 選択率 １１％選択率 １２％

プロユーザー
価格受容

▼需要促進のためのポイントサマリ（１・２・３の結果のまとめ）

エントリーユーザー候補
価格＞価値の現状。２・３・４で検討すべき価値・価格の受容性は異なる

“有機”は価格受容性も高く、EC展開拡大も可能であると想定している事業者も複数ある中
エントリーユーザーとプロユーザーの壁をどう超えるか

取り入れやすい食材（野菜の種類・冷凍食品・保存食・調味料）×有機×体験接点がポイント

• 有機農産物の定義や、価値の定義がしづらく（有機JAS以外の
扱い）、知識の乏しいエントリー層には選択しづらい現状

• SNS、EC（ネット通販など）での関心・知識醸成が必要

有機認証農産物へのこ
だわりが強く、間口を広
げようとするとネガティ
ブな反応も考えられる

冷食許容加工許容

• エントリー層は、有機表示のあるカット野菜・冷凍食品・調味料と
いった商品であれば取り入れやすい

• 大きなライフスタイル転換の中に、有機市場が含まれる形が取れ
ると、エントリーしやすい

自分で選択できるため
リアル・デジタル接点と
もに利用

コアユーザーの満足度と
エントリー層による

間口拡大が両立しにくい
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